
天

台

に

於

け

る

四

禅

坂

本

廣

博

表
題
に
四
禅
と
し
た
が
、
天
台
智
顕
の
修
道
論
を
見
て
ゆ
こ
う
と
意

図
す
る
も
の
で
あ
る
。
智
顎
の
前
期
の
述
作
と
さ
れ
る

「
釈
禅
波
羅
蜜

次
第
法
門
」
(=
「次
第
禅
門
」
)
で
は
、

二
十
五
方
便
↓
五
停
心
観
↓
四
禅
…
…

と
次
第
し
て
説
か
れ
、
円
熟
期
の
述
作
と
い
わ
れ
る

「摩
詞
止
観
」
で

は
、二

十
五
方
便
↓
十
境

(十
乗
観
法
)

の
順
に
説
か
れ
る
。
二
十
五
方
便
は
両
書
と
も
大
同
で
あ
る
故
、

こ
こ

で
は
論
じ
な
い
。

ま
ず

「
次
第
禅
門
」
の
五
停
心
観
を
見

る
に
、
「
坐
禅
三
昧
経
」
に

(1
)

依

っ
て
か
、
五
停
心
を
開
い
て
十
五
門
禅
と
し
て
説
く
の
で
あ
る
。

「
次
第
禅
門
」

「
坐
禅
三
昧
経
」

一
、
阿
那
波
那
門

四
、
阿
那
般
那
三
昧
法
門

数
息
善
根

(初
習
行
)

一
心
念
数
二
入
息
出
息
幻

随
息
善
根

(己
習
行
)

念
与
レ
息
倶
止
二
心

一
処
一
。

観
息
善
根

(久
習
行
)

数
、
随
、
止
、
観
、
転
観
、
清
浄
。

(
T
.
4
6
.
p
.
4
9
5
-
a
)

二
、

不

浄

観

九

想

背

捨

大

不

浄

(T
.
4
6
.
p
.
4
9
5
-
b
)

三
、

慈

心
観

衆

生

縁

慈

法
縁

慈

無
縁

慈

(T
.
4
6
.
p
.
4
9
5
-
b
)

四
、

因

縁

観

三

世

十

二

因

縁

果

報

十

二
因

縁

(
T
.
15
.
p
.
27
3
-
a
)

一
、
不

浄

観

作

二
破

皮

想

一
、除

二
却

不
浄

一
、当
レ

観

二
赤

骨

人

幻

想
下
却

二
皮

肉

一
、尽

観

中
頭

骨

卸

身

中

一
寸

心
、

却

二
皮

肉

一
、繋

二
意

五

処

一
。

(
T
.
15
.
p
.
2
7
2
-
a
)

二
、

三

種

慈

心

慈

及

一親

愛

一
。

慈

及

二
中

人

一
。

慈

及

二
怨

憎

一
。

(T
.
1
5
.
p
.
2
7
2
-
b
)

三
、

三

種

思

惟

法

門

生
縁

二
老

死

輔
無

明
縁

レ
行
。

行
縁

レ
識
、

識

縁

二
名

色

一
、…
…

取

天
台
に
於

け
る
四
禅
 
(
坂

本
)
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天
台
に
於
け
る
四
禅
 
(
坂

本
)

縁
レ
有
。

一
念
十
二
因
縁

無
明
縁
レ
行
、
行
縁
レ
識
、
…
…
生

縁
二老
死
一
。

(T
.
46
.
p
.
495-
c
)

(T
.
15.
p
.
272
-
c
)

五
、
念
仏

五
、
念
仏
三
昧

念
応
仏

将
至
二仏
像
所

一
、…

諦
ニ観
仏
像

相
好
ー
。

念
報
仏

三
十
二
相
、
八
十
種
小
相
。

念
法
仏

仏
功
徳
法
身
。

(T
.
4
6.
p
.
496-
a
)

(T
.15.
p
.
276
-a
)

右
の
ご
と
く
対
照
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
す
べ
て
が

一
致
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
大
略
同
趣
旨
と
い
う
こ
と
が
出
来
、
禅
を
行
ず
る
場
合

の
指
針

と
な
る
べ
く
、
最
と
も
詳
細
な
経
典
に
依
り
著
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
読

み
と
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
四
禅
は
、
「
次
第
禅
門
」
十
六
章
の
第
七
修
証
の
中
を
、

一
、
世
間
禅
相

四
禅

・
、
四
無
量
心
、
四
無
色
定
。

二
、
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
相

六
妙
門
、
十
六
持
勝
、
通
明
観
。

三
、
出
世
間
禅
相

対
治
無
漏
、
縁
理
無
漏
。

四
、
非

世
間
非
出
世
間
禅
相

の
四
門
に
分
け
、
世
間
禅
相
の
初
に
述

べ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
四
禅
、
四

無
量
心
、

四
無
色
定
と
続
く
修
行
階
程
の
一
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ

る
が
、

亦
世
間
亦
出
世
間
禅
以
後
の
諸
禅
相
の
次
位
を
明
す
中
で
は
、

(
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
)

六

妙

門

此

六

妙

門
、

位

即

無

レ
定
。

(T
.
4
6
.
p
.
5
2
4
-
b
)

十

六
持

勝

此

竪

対

三
ご
界

諸

禅

幻

(T
.
4
6
.
p
.
5
2
8-

c
)

通

明

観

此

禅

無

二
別

次

位

一
、猶

是

約

二
根

本

四

禅

四

空

一
、立

ニ
次

位

ー
。

(T
.
4
6
.
p
.
5
3
5
-
b
)

(
出
世
間
禅

・
対
治
無
漏
)

九

想

或

欲

界

摂
、

或

初

禅

二

禅
摂
、

…
…

繋

降

脹

等

八

想
、

欲

界

初

禅

二

禅

四

禅

中
摂
。

三
禅

中

楽

多
、

故

無

二
是

想

相

(
T
.
4
6
.
p
.
5
3
7
-
a
)

八

念

(
一
途

入
道

法
門
)

十

想

(
三
種
道
)

八
背

捨

初

背

捨

初

禅

摂
、

第

二

背

捨

二

禅

摂
、

第

三

背

捨

位

在

二
三

禅

中

絢

(
T
.
4
6
.
p
.
5
4
1
-
a
)

八
勝

処

初

二
勝

処

位

在

二
初

禅

一
、次

第

三

第

四

勝

処

位

在

二
二

禅

一
、後

四
勝

処
位

在

二
四

禅

一
。(
三
禅
不
レ
立
二勝

処

一
)

(
T
.
4
6
.
p
.
5
4
3
-
c
)

十

一
切

処

初

八
色

一
切

処

位

在

二
四

禅

中

一
、次

第

九

空

一
切

処

位

在

二
空

処

一
、…

…

(
T
.
4
6
.
p
.
5
4
5
-
a
)

九

次

第

定

此

位

錐

三
一
往

約

二
四
禅

四

空

処

及

滅

尽

定

一
、然

実

位

通

二
諸

禅

一
。

(
T
.
4
6
.
p
.
5
4
6
-
c
)

三

三

昧

此

二
種

禅
、

名

錐

レ
有

レ
異
、

而

法

相
屏

同
。

(
T
.
4
6
.
p
.
5
4
7
-
a
)
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師
子
奮
迅
三
昧

依
ニ
九
次
第
定
一
、定
入
ニ師
子
奮
迅
三
昧
幻

(T
.46
.p
.547-
c
)

超
越
三
昧

因
二師
子
奮
迅
三
昧
ー
、逆
順
出
二入
超
越
三
昧
殉

(T
.46
.p
.54
8-
a
)

と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
禅
に
依

っ
て
成
り
立

つ
と
い
う
の
で
あ
り
、
四
禅
、

四
空
処
、
滅
尽
定
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
四
禅
、
四
空
処
も
又
、
欲
界

の
身
に
依

っ
て
成
立
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
摩
詞
止
観
」
で
は
十
境
が
、

一
、

陰
入
境
、

二
、
煩
悩
境
、

三
、
病
患
境
、

四
、
業
相
境
、

五
、
魔
事

境
、
六
、
禅
定
境
、

七
、
諸
見
境
、

(八
、
上
慢
境
、
九
、
二
乗
境
、
十
、

菩
薩
境
)
の
順
に
説
か
れ
る
の
で
あ
り
、
四
禅
を
は
じ
め
と
す

る
諸
禅

は
第
六
番

目
に
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

<十
門
>

<五
門
>

<十
五
門
>

一
、
根
本

四
禅

(数
息
)

二
、
十
六
持
勝

数

息

十
六
持
勝

三
、
通

明

通

明

四
、
九

想

九

想

五
、
八

背

捨

不

浄

八
背
捨

六
、
大

不

浄

大
不
浄

七
、
慈

心

慈

衆
生
慈

(法
縁
慈
)

(無
縁
慈
)

八
、
因

縁

因

縁

三

世

(果
報
)

(
一
念
)

九
、
念

仏

念

仏

応

仏

(報
仏
)

(法
仏
)

十
、

神

通

(
不

三
専

拠

ニ
一
法

ー
)

(2
)

と
分

別

さ

れ
、

「
次

第

禅
門

」

に
依

る

と

こ
ろ

大

で

あ

る

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な

い
。

次

の
問

答
、

次
来
意

不
レ
同
。

問
、

此
中
十
門
与
二
次
第
禅
門
及
対
治

一
、云
何
同
異
。

答
、

次
第
禅

門
為
レ
成
ニ
禅
波
羅
蜜

ー
、禅
善
根
利
故
、

禅
門

先

発
、

後

験
二
善

悪

一
。

此

申
為
レ
成

二般
若

一
、禅
善
根
鈍
、
先
阻
ニ
煩
悩

ー
、遇
レ
業
遭
レ
魔
、
後
始
発
レ
禅
。

対
治

中
為
レ破

二遮
障

一
、修
ニ
成
助
道
殉
今
此
任
運
自
発
、

伍
為
二
観
境
幻
禅
門

(3
)

錐

レ
同
、
各
有

二其
意

殉

(4
)

こ
の
中
、
対
治
と
は
、
五
門
対
治

の
事
禅
と

「
輔
行
」
に
解
釈
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
「次
第
禅
門
」
に
対
し
て
は
、
般
若
を
成
ぜ
ん
が
為

で

あ
り
、
五
停
心
観
に
対
し
て
は
、
自
か
ら
発
す
る
と
こ
ろ
を
観
境
と
な

す
と
い
う
点
で
、
「摩
詞
止
観
」
の
観
法
た
る
所
以
が
あ
る
と

い
う

の

で
あ
る
。

先
の
対
照
表
で
、
四
禅
が
ど
こ
に
相
当
す

る

か
は
明
了

で
な
い
。

又
、
四
禅
を
事
禅
、
有
漏
。
十
六
持
勝
、
通
明
を
亦
有
漏
亦
無
漏
で
あ

(
5
)

(
6
)

る
と
い
い
、
こ
れ
ら
を
根
本

の
実
観
で
あ
る
と
す
る
。
九
想
を
出
世

の

天
台
に
於
け
る
四
禅
 
(
坂

本
)
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天
台

に
於
け

る
四
禅
 
(
坂

本
)

(
7
)

(
8
)

客
法
と
い
い
、
仮
想
の
初
門
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
八
念
、

十
想
な
ど
、
「次
第
禅
門
」
に
説
か
れ
、
「摩
詞
止
観
」
に
は
説
か
れ
な

い
諸
禅
に

つ
い
て
、

所
二以
不

取
二十
想
一者
、
前
三
見
諦
、
中
四
思
惟
、
後
三
無
学
。
皆
属
二理

摂
一故
不
レ取
。
不
レ取
二八
念
一者
、
有
人
修
二九
想
噺無
レ怖
、
又
念
仏
門
已
摂
、

(9
)

故
不
レ
取
。

と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「摩
詞
止
観
」
の
正
修
止
観
の
初
め
に
、

(
10
)

若
過
二
魔
事
画
則
功
徳
生
。
或
過
去
習
因
、
或
現
在
行
力
、
諸
禅
競
起
。

と
い
い
、
又
、

(11
)

禅
有
二
観
支
輔
因
生
二邪
慧
噛
逸
観
二於
法
噛
僻
起
二諸
倒
↓
邪
弁
猛
利
。

と
述
べ
て
お
り
、
諸
禅
は
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

ひ
る
が
え

っ
て
禅
定
境
を
見
る
に
、

三
明
二
諸
禅
発
相
一者
、
若
般
舟
亦
発
二根
本
脳而
少
。
常
坐
等
則
多
。
今
且
約

(
12
)

レ坐
論
。

と
説
か
れ
、
諸
禅
は
常
坐
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
四
種
三
昧
が

こ
こ
で
再

び
提
起
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

い
う
ま
で

も
な

い
常
坐
、
常
行
、
半
行
半
坐
、
非
行
非
坐

の
四
で
あ
る
が
、
諸

禅
、
特
に
四
禅
は
常
坐
三
昧
に
係
る
修
行
階
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

換
言
す
れ
ば
他
の
三
昧
に
は
別
の
修
行
階
程
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
慧
を
申
心
に
考
え
る
と
き
、
空
、
無
相

で
あ
れ
ば
い
い
の
で
あ
り
、
事
と
し
て
現
わ
れ
易
い
と
こ
ろ
で
、
四
禅

(
13
)

が
説
か
れ
る
と
考
え
る
こ
と
も
出
事
よ
う
。
念
仏
三
昧
を
上
果
を
緑
ず

と
い
い
か
え
て
い
る
こ
と
、
又
、
非
行
非
坐
三
昧
が
、

覚
者
照
了
也
。
意
者
心
数
也
。
三
昧
如
二前
釈
幻
行
者
心
数
起
時
、
反
照
観

(14
)

察
、

不
レ
見
二
動
転
根
源
終

末
来
処

去
処
幻
故
名
二
覚
意
殉

と

定

義

さ

れ

る

こ

と
を

考

え
合

せ
、

「
摩

詞

止
観

」

で
は

慧

な

い

し

は

理

が

テ

ー

マ
に
な

っ
て

い
る

と

い
え

る

の

で

は

な
か

ろ

う

か
。

こ

こ

で

は
、

三
種

止
観

と

い
わ

れ

る

も

の

の

う

ち
、

不
定

止
観

に
相

当

す

る

「
六

妙

法

門

」

に

言

及

し

て

い
な

い
。

あ

ら

た

め

て
考

察

す

る

必

要

性

を

感

ず

る

も

の

で
あ

る
。

1

「
次
第
禅
門
」
巻
三
上

(T
.
4
6
.p
.4
9
6
-
b
)
に
そ

の
名
が
見

ら
れ
る
。

2

「
摩
詞

止
観
」
巻
九
上

(T
.
4
6
.p
.
1
17
-
c
)

3

〃

(T
.
4
6
.p
.
1
1
8
-
a
)

4

「
輔
行

伝
弘
決
」
巻
九

ノ

一

(
T
.
4
6
.p
.
4
12
-
c
)

5

「
摩
詞

止
観
」
巻
九
上

(T
.
4
6
.p
.
1
1
7
-
c
)

6

〃

(T
.
4
6
.p
.
1
1
8
-
a
)

7

〃

(T
.
4
6
.p
.
1
1
7
-
c
)

8

〃

(T
.
4
6
.p
.
1
1
8
-
a
)

9

〃

(
T
.
4
6
.p
.
1
1
8-

a
)

10

〃

巻
五
上

(
T
.
4
9
.p
.
4
9
-
b
)

1
1

"

"

12

「
摩

詞

止

観
」

巻

九

上

(
T
.
4
6
.p
.
1
1
8
-

b
)

13

〃

(T
.
4
6
.
p
.
1
1
8-

a
)

14

〃

巻

二
上

(T
.
4
6
.
p
.
1
4
-

c
)

(
叡

山

学

院

助

教

授
)
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